
　

1､参加者
・入居者　　　　　　　　　　　　　　9名9名
・千賀の台町内会　　　　　　　　6名6名
・中沢商会　　　　　　　　　　　　1名1名
・社会福祉法人大和福寿会　統括防火管理者
・やすらぎの里　　　　管理者　他10名

2､通報訓練

3､避難誘導訓練 4､消火訓練

・消火訓練をしていても、いざとなると動転してしまうもの。
　出来れば春と秋など年2回は訓練をしておいた方が良いだろう。

・夜間想定訓練なのに懐中電灯が無かった。

・火事を発見して行動するときは、声を出す事が大切。

＊やすらぎの反省点

・火災発生後、玄関が開錠されてなかったため救助者が屋内に入れなかった。

・駆けつけても、どこから出火したのか知らされなかった。

・要救助者6名に対して避難誘導者は5名いたのが、全員避難まで時間が掛かり過ぎた。
　（本日は職員が要救助者役をしていたので、もっとスムーズに誘導出来たと思われる）

参加者の皆様、寒い中お疲れさまでした。

ももせやすらぎの里　　平成24年度　第6回運営推進会議報告書

テーマ　　　　　夜間想定防災訓練　　（地域との連携）　　

開催日時：平成25年3月14日（木）10:15～
開催場所：塩竃市伊保石30-1

グループホーム　ももせやすらぎの里

＊千賀の台町内会より


